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論文審査の結果の要旨 

以下、本文別紙 
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【論文内容の要旨】 

 本論文は、日本の古代中世における葬送の実態とその歴史的変遷を検討し、葬送をめぐる社会関係とそれを支

える心性の歴史的変化を明らかにしようとしたものである。序章・終章のほか６章から成り、枚数は 594枚（400

字詰め換算）である。 

 序章では、葬送史をめぐる歴史学や歴史民俗学・仏教民俗学の研究史とその問題点を指摘した。そして、葬送

の歴史研究の立ち後れを克服するために、①死の観念、②遺体・遺骨観、③遺骸処理の担い手、④葬送と仏教と

の関係が、8世紀から 16世紀の間にどのように変化したかを検討すると述べる。 

 第一章では、葬送を行う時刻が 12世紀より夜から暁、さらに日中へと変化してゆく様子を明らかにした。そし

て、①夜型葬送は夜が他界に通じるとの認識のもとで行われていた、②浄土信仰が盛んになると、往生人との結

縁を求めて日中型葬送が登場し、さらにそれが室町将軍による「見せる葬送」へと発展した、と論じた。 

 第二章では、遺体を生きているかのように装って移送する「平生之儀」をとりあげた。そして、「平生之儀」に

よる遺体移送が、死穢の発生や天皇の死を隠蔽することを目的としたものではなく、葬送の凶事性を一時的に回

避するための措置であり、中世を通じて貴族・武家社会で広く行われていたことを明らかにした。 

 第三章では、葬送の仏教儀礼化が進展する道程を考察した。そして、①8世紀から 9世紀前半までは喪葬令の規

定にもとづく葬送が行われており、天武・聖武天皇の葬送も仏教儀礼とは言えない、②9世紀後半より、薄葬思想

の影響によって喪葬令的葬送が衰退し、顕密僧の葬送への関与が始まるが、僧侶の関与はなお葬送儀礼の一部に

とどまった、と論じた。第四章では、葬送における俗人と僧侶との分業構造の実態とその変化を検討した。そし

て、遺骸・遺骨に触れる儀礼は僧侶ではなく、故人の親族や近臣が担っていたことを明らかにするとともに、12

世紀末より、葬家の負担軽減のため、葬送儀礼の一部を次第に禅律僧に委ねるようになった、と述べている。 

 第五章では中世後期の三昧聖を取りあげた。そして平安時代に墓地の周辺で活動していた墓聖が三昧聖の淵源

であるとし、三昧聖は清水坂非人とは系譜を異にし、坂非人から自立して荼毘を行っていた、と述べた。第六章

では、京都の葬送に対する清水坂非人の権益について検討した。そして、①上物（輿）は葬場で焼却されていた

が、13 世紀になると坂非人に施与されるようになった、②葬送墓制が変化するなかで、鳥辺野での坂非人の権益



が鳥辺野以外の京都の葬送にも展開していった、と述べている。 

  終章では、本論文の成果を心性史、中国文化の受容、社会史研究との関わりから確認した。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文の第一の成果は、葬送における僧俗の分業構造とその歴史的変遷を明らかにしたことである。鎌倉時代

後期より禅律僧が葬送を積極的に担ったことから、これまでの研究では、ケガレ観の肥大化によって、葬送の担

い手が顕密僧から禅律僧に変化すると考えてきた。それに対し申請者は、遺骸・遺骨に触れる儀礼は親族・近臣

などの俗人が行っていたが、このうち沐浴・入棺が禅律僧に委ねられるようになったことを実証し、その変化が

葬家の負担軽減に応えるものであったと論じている。もともと葬送が俗人によって行われてきたことからすれば、

僧俗分業構造への着目によって、①仏教化される以前の喪葬令的葬送から、②顕密僧が関与する段階、③禅律僧

による請負段階へと、葬送史を長期的に見通すことが可能となった。これは葬送史研究への重要な貢献である。 

  第二の成果は、京都の葬送における清水坂非人の権益内容に見直しを迫ったことである。中世後期には清水坂

非人が京中の葬送を統括していたとするのがこれまでの通説であったが、申請者は、①荼毘に従事した三昧聖は

清水坂非人とは別の自立的存在であり、坂非人は葬送を行っていない、②葬場で焼却していた上物（輿・調度品）

を、13 世紀に鳥辺野の坂非人に施与するようになった、③葬送・墓制の変化に対応して、坂非人は鳥辺野での輿

取得権を梃子に、鳥辺野以外の葬送でも葬具使用料を取得するようになったことを明らかにした。この問題は史

料的な制約が大きく、なお検討の余地が残るものの、非常に蓋然性の高い仮説を提起してみせた。清水坂非人の

研究は長らく停滞してきたが、申請者の仮説の提示によって、新たな水準で研究が活性化することが予想される。 

 第三の成果は、実証的な心性史研究の提起である。葬送の時刻では 311例、「平生之儀」による遺骸移送では 105

例、遺骸に触れる儀礼の関与では 77例を挙げるなど、8世紀から 16世紀末までの葬送をめぐる社会関係や心性の

変化を、史料の大量観察によって実証してみせた。ともすれば心性史は、史料のつまみ食いと推論によって構成

されがちであるが、申請者は日本史においても実証的な心性史研究が成り立ちうることを提示してみせた。 

 もちろん、残された課題もある。中国文化との比較や喪葬令的葬送の衰退については、なお検討が必要であろ

うし、死体の斥力をめぐる観念についても身分・職能の違いを踏まえた考察が求められる。とはいえ、膨大な史

料をもとに、古代中世の葬送とそれをめぐる社会関係を明らかにした本論文は、葬送や非人研究はもとより古代・

中世史研究一般や心性史研究への重要な貢献として研究史に残るであろう。 

 よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


